





Die Reflexion über die Macht der Gewaltlosigkeit: 
Die Sozialethik der Erinnerung und Versöhnung im Kontext von 
Hiroshima 
 
岡 野 治 子（清泉女子大学・名誉教授） 































































































































































































































































































① 君主の権威が必要  









































































































































































































































































































































































































































































2 Sugata Dasugupta, ”Peacelessness and Maldecelopment, IPRA Studies in Peace 
research.IPRA Second Conference, vol. II. 196 
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5 ハンスユーゲン・マルクス同書24頁以下参照 




10 2002年、以下の英訳からの翻訳としてカトリック中央協議会から刊行される。Memory and 

















23 『日本現代詩文庫17 栗原貞子詩集』土曜美術社1984，41‐42 
24 在日の方々に対する非人道的差別があったこと。 
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34 前掲書105頁 
35 宮田光男 前掲書145頁以下。 
36 宮田光男 同書141頁以下。 
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